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学位論文審査結果の要旨
平成9年７月２３曰に第１回学位論文審査委員会を開催し，提出された学位論文および関係資料につい
て検討を加え，同８月１１曰の口頭発表後，第２回学位論文審査委員会において協議の結果，以下の通
り判定した。
回転体を支持する軸受には，従来からの転がり軸受，空気軸受に加え，近年，磁気軸受も研究開発
され，一部の分野で実用化が進みつつある。本論文では，機械加工用高速回転機に磁気軸受を使用す
る場合，当面急がねばならない重要な技術的事項は，(1)転がり軸受並みの強い剛性を得ること，(2)回
転精度の正しい評価をすること，であるとして研究に取り組んでいる。
電磁石に流れるうず電流に起因する磁束の遅れの問題，回転子側電磁石の強度の問題，センサター
ゲットの真円度の問題，センサ支持台の振動の問題等が高剛性，高精度を得る場合に特に影響がある
と指摘し，解析・検討を行ない，それらの問題の解決法を提案している。
最後に，それらの方法に基づき高精度スピンドルを設計・製作し，性能試験を行い，有効性を確認
している。
本研究の成果は，今後，磁気軸受を高精度超高速機械加工の分野に使用して行く場合に，極めて有
益なものである。
以上の内容を総合して本論文は博士（工学）の学位を受けるに値するものと判定する。
－６７－
